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件 名 目黒区立小学校校庭及び区立公園等の人工芝化抑制と調査を求める

陳情 

 

【陳情の趣旨】 

 目黒区においては順次、区立小中学校校庭の人工芝化が進められつつあります。

また昨今、サッカー競技場や公園、個人住宅の庭にいたるまで人工芝の利用が急

速に進んでいます。 

しかしこのプラスチックやゴムチップ組成である人工芝が、看過することので

きない多くの問題をはらんでいることがわかってきました。 

 プラスチックはその便利さゆえに、今や、私たちの生活から切り離せないもの

になっていますが、その一方で、海洋汚染やマイクロプラスチック問題がクロー

ズアップされています。そもそもプラスチックは石油由来であり、可塑剤（フタル

酸エステル）・難燃剤（有機リン系臭素材）・安定剤（ビスフェノールＡ）・紫外線

防止剤（ベンゾフェノン）はじめ数多くの有害化学物質が添加され、添加剤のかた

まりと言っても過言ではありません。しかし人工芝をはじめ、微細化したマイク

ロプラスチックは海だけでなく、大気や大地にまで拡散し、私たちの健康被害が

懸念される事態になっているのです。更に、有機フッ素化合物であるＰＦＡＳが

人工芝から検出され、すでにアメリカでは、人工芝禁止地域が増えているという

報告もあります。ＰＦＡＳは沖縄や各米軍基地周辺、東京でも横田基地周辺の汚

染が取返しのつかない環境汚染として、懸念が広がっているのは周知の事実です。 

 便利さを限りなく追求する私たちの生活の見直しとともに、利用が広がってい

る人工芝についての問題点を把握することは喫緊の課題ではないでしょうか。 

 

【陳情事項】 

 子どもたちが日々成長する環境を整え、区民の健康な日常生活を担保するた

め、予防原則に則った人工芝の使用制限及び、人工芝の環境影響・健康被害調査

を始めることを求めます。 

 

 


